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「新型コロナウイルス感染症　 対応地方創生臨時交付金」　を 活用した
コロナ対応の新たな取り組みについて（抜粋）

【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】
・�新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止とともに、感染拡大の影響を受けている地域経済や
住民生活を支援し地方創生を図るためのもの。
・�地方公共団体が地域の実情に応じて、きめ細かに必要な事業を実施できるよう、コロナ対応の
取り組みである限り、原則、地方公共団体が自由に使うことができる。

地域経済の支援
・�プレミアム付用途別商品券事業（12,000冊） �2,722万5千円
　　�町内事業所で利用できるプレミアム商品券１冊2,000円（プレミアム料
2,000円）を発行し、町内の消費拡大及び消費者支援を展開する。

・町内事業者応援電子クーポン割引実施事業 ���2,040万円
　　ＬＩＮＥ内でクーポン発行することで、落ち込んだ町内消費を喚起するとともに交流人口の増加を図る。

・川根茶消費拡大、販路開拓支援事業　　　　　�500万円
　　�現代の生活スタイルに合ったティーバッグを製造し、キャンプ場等来場者のノベルティグッズとして配布し、今
後の商材としての活用を図る。

・川根茶魅力発信拠点整備事業　　　　　　　　�200万円
　　川根茶の消費拡大のため、消費者が気軽に喫茶できるオープンテラスを整備する支援。（補助率½、上限30万円）

・事業者継続強靭化事業費補助金　　　　��2,270万9千円
　　町内事業者に対し、設備投資や店舗改修に要する費用を助成し、事業継続と経営の安定化を支援する。

・ＡＲ技術を活用した町内周遊喚起事業　　��356万4千円
　　周遊喚起のため、写真を撮るとマンガキャラクターが同時に写るポイントを数か所設置するもの。

・観光戦略プラン策定事業　　　　　　　　��251万9千円
　　�新型コロナウイルス感染症により変化した観光需用に対応したプランを策定することで、戦略的かつ効果的なア
フターコロナを見据えた観光振興施策を進め、地域活性化を推進する。

・公共施設周辺環境整備事業　　　　　　　　　�500万円
　　公共施設周辺の除草作業を推進することで、高齢者雇用の維持と地域環境の改善を図る。

・木の駅かわね新商品開発事業　　　　　　　　���50万円
　　「木の駅かわね」の活性化のため、「ウッドプランク」（バーベキュー用具）の商品化支援を行う。

・日帰り温泉イベント「スタンプラリー」事業　�200万円
　　観光交流人口を獲得するため、旅行商品にクーポンを付与し、誘客活動を支援する。

・ロケーションツーリズム事業　　　　　　　　�120万円
　　�観光交流人口を獲得するため、各メディアからの取材依頼を総合的に受入れる体制を築き、観光地としてのブラ
ンド向上、地域経済の活性化を促進する。

完売したかわね支え愛商品券
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令和４年度
1億42万9千円

「新型コロナウイルス感染症　 対応地方創生臨時交付金」　を 活用した

川根本町独自の

川根本町議会では５月24日の臨時会において、令和４年度に国から交付される地方創生臨時交
付金を使用しての新たな取り組み・事業について議論した。
各課からの提案に対し、活発な質疑応答、提案などが行われた。
その事業内容の一部をお知らせする。

ＤＸ（デジタル化）の推進

その他

感染症防止対策の強化

・川根本町公式ＬＩＮＥアカウント情報配信システム導入事業　202万4千円
　　�公式ＬＩＮＥアカウントを開設し、町民等に対し行政情報の円滑な発信と効果

的な情報伝達を推進する。

・高校寄宿舎ＷｉＦｉ整備工事（奥流、よすが苑、南麓寮)　316万8千円
　　�集団による接触機会の軽減に向け、オンライン打合せや学習ツールを使った家

庭学習に対応できるよう、安定的なインターネット接続環境を整備する。

・奥大井湖上駅周辺ＷｉＦｉ設置工事　　　　　�236万6千円
　　アフターコロナ、インバウンド対応に向け、ＷｉＦｉ環境を整備する。

・かわねほんちょう遊び場マップ作成事業　　　　 �313万円
　　�移動制限や近隣地域での活動が強いられる中、子どもたちに安心で安全な遊び

場と遊び方を提供し、地域内における活動範囲の情報提供を推進する。

・歴史、文化資源を活用した地域活性化事業　　�267万4千円
　　�「資料館やまびこ」開館30周年に合わせ、町内の歴史、文化を発信する取り組

みを行い、地域活性化と町民の郷土愛の醸成を推進する。

・両国吊橋休憩所トイレ改修　　　　　　　　　�250万8千円
　　千頭駅を起点としたウオーキングコースへの誘導により人流の分散を図るため。

・いやしの里診療所発熱者待機所エアコン設置工事　17万6千円

・接岨峡温泉会館ウイルス対応畳替え事業　　　 ��77万8千円

・レイクコテージ奥大井ＬＥＤ照明改修事業　　 106万7千円

・抗原検査キットの購入事業（130セット分）　　　　 �50万円
　　�感染症対策に従事する医療系職員及び対面作業に従事する介護、福祉分野職員等が

感染の有無を確認するための検査キットを購入する費用。

・ＰＣＲ検査手数料（100件分）　　　　　　　　　 ��150万円
　　児童生徒、園児等が濃厚接触者になった場合の感染の有無に関する検査に要する費用。

若者交流センター奥流

両国吊橋休憩所トイレ

いやしの里診療所

接岨峡温泉会館
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５月臨時会 令和４年５月24日に臨時会を開催した。専決処分の承認１件、補正予算の�
議案２件を可決した。

６月定例会 令和４年６月２日から21日までの会期で定例会を開催した。繰越の報告２件、
総合計画策定の議案１件、条例の改正１件、補正予算の議案３件を可決した。

番　号 件　　　名 概　　　要 審議結果

承　 認
第１号

専決処分した事件の承認に
ついて（川根本町税条例の一
部を改正する条例について）

固定資産課税台帳等の閲覧に関する事項の変更など、地方税法の
改正に伴って関連する税条例の一部を改正した専決処分について
承認をしたもの。

賛成多数で
可決

議　 案
第30号

令和４年度川根本町一般会
計補正予算（第２号）

１億1,470万円を追加し、総額を58億240万円とするもの。
（主に新型コロナウイルス感染症対策地方創生交付金26事業／詳
細２～３ページに掲載）

全員一致で
可決

議　 案
第31号

令和４年度川根本町いやし
の里診療所事業特別会計補
正予算（第１号）

490万円を追加し、総額を5,760万円とするもの。
（医師派遣業務委託料外）

全員一致で
可決

番　号 件　　　名 概　　　要 審議結果

報 告
第 1 号

繰越明許費繰越計算書に
ついて（令和３年度川根
本町一般会計予算）

繰越額合計１億2,704万９千円を報告。
●住民基本台帳システム改修270万円
●尾呂久保飲料水供給施設整備1,611万９千円
●寸又峡遊歩道（天子トンネル）点検調査設計535万７千円
●北部残土処理場整備（地権者と協議中）2,500万円
●林道平栗線災害復旧工事（２カ所）７千４万円　　ほか�

全員一致
で可決

報 告
第 2 号

事故繰越し繰越計算書に
ついて（令和３年度川根
本町一般会計予算）

●小中学校情報機器タブレット整備（350台）2,047万５千円
新型コロナウイルスの感染拡大による影響を受け、世界的な半
導体不足によるメーカーの製品減産により、年度内の納品完了
が困難になったことによる。

全員一致
で可決

議 案
第32号

第２次川根本町総合計画
基本構想見直し及び後期
基本計画の策定について

６月21日議会最終日に、付託を受けた川根本町総合計画基本構
想特別委員会（議長を除く議員全員を委員とする）の審査結果
（起立多数で可決）が報告され、議決した。
（討論は５ページ、詳細は６ページに掲載）　

賛成多数
で可決

議 案
第33号

川根本町国民健康保険税
条例の一部を改正する条
例について

上位法、国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、賦課限度額
を改めるため、町国民健康保険税条例の一部を改正するもの。
（基礎課税額を63万円→65万円に、後期高齢者支援金課税額を
19万円→20万円に）

賛成多数
で可決

議 案
第34号

令和４年度川根本町一般
会計補正予算（第３号）

5,430万円を追加し、総額を58億5,670万円とするもの。
●住民税非課税世帯臨時特別交付金事業　2,568万円
●子育て世帯生活支援特別給付　168万円
●情報発信用50型モニター　町内９箇所14台配備　350万４千円
●三ツ星保育園の浄化槽設置替　1,320万円　　ほか

全員一致
で可決

議 案
第35号

令和４年度川根本町国民
健康保険事業特別会計補
正予算（第１号）

120万円を追加し、総額を９億1,820万円とするもの。
（実績に基づく保険給付費交付金等返還金の計上）

全員一致
で可決

議 案
第36号

令和４年度川根本町簡易
水道事業特別会計補正予
算（第１号）

610万円を追加し、予算総額を２億350万円とするもの。
（水道技術者講習会経費60万円と、旧青崎配水池の解体撤去工
事費550万円）

全員一致
で可決
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賛否が分かれた議案

議案番号 件　　　　名 中 

原
中 

田
中 

澤
中
野
暉

野 

口
大 

竹
石 

山
澤 
西
藤 
田
中
野
浩

佐
々
木

令和４年第２回（５月）
川根本町議会臨時会

承　認
第１号

専決処分した事件の承認について（川根本
町税条例の一部を改正する条例について） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

令和４年第２回（６月）
川根本町議会定例会

議　案
第32号

第２次川根本町総合計画基本構想見直し及
び後期基本計画の策定について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第33号

川根本町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

※杉山広充議長は、採決に加わりません。

議
案
第
32
号
の
討
論

議
案
第
33
号
の
討
論

討論

川
根
本
町
総
合
計
画

の
策
定
に

討論

国
保
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に

反対

大
竹
　
勝
子

反対

大
竹
　
勝
子

賛成

中
原
　
緑

賛成

中
原
　
緑

　
計
画
時
点
で
１
７
０
人
近

い
人
口
の
ズ
レ
が
生
じ
て
い

る
。「
水
道
料
金
の
改
定
」

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
安
易

に
値
上
げ
す
る
こ
と
は
、
認

め
ら
れ
な
い
。
救
急
車
や
医

療
機
関
の
利
用
と
受
診
の
適

正
化
で
は
、
利
用
と
受
診
の

抑
制
と
見
ら
れ
る
。
計
画
が

未
達
成
で
も
何
と
も
思
わ
な

い
悪
し
き
惰
性
の
象
徴
の
よ

う
な
計
画
に
は
反
対
で
あ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

自
営
業
者
や
年
金
生
活
者
・

無
職
の
方
が
、
多
く
加
入
さ

れ
て
い
る
。
相
次
ぐ
制
度
改

悪
が
繰
り
返
さ
れ
、
国
の
負

担
が
半
額
で
し
た
が
、
最
近

で
は
、
30
％
し
か
負
担
し
て

い
な
い
。
今
回
の
改
定
で
、

影
響
を
受
け
る
加
入
者
に
つ

い
て
は
、
負
担
増
に
な
る
た

め
、
反
対
す
る
。

　
先
の
特
別
委
員
会
に
お
い

て
各
分
野
別
施
策
に
対
す
る

詳
細
な
実
施
計
画
は
、
別
に

定
め
て
い
る
と
説
明
が
あ
り
、

町
の
前
向
き
な
姿
勢
が
質
疑

の
答
弁
か
ら
感
じ
ら
れ
た
。

具
体
的
な
内
容
は
計
画
策
定

後
検
証
委
員
会
で
確
認
さ
れ
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
も
し
っ

か
り
検
証
さ
れ
、
町
民
へ
広

報
さ
れ
る
と
理
解
し
た
の
で

賛
成
す
る
。

　
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
り

医
療
給
付
費
等
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
な
か
、
限
度
額
の

合
計
額
を
3
万
円
引
き
上
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
高
所
得
層

に
は
ご
負
担
に
な
る
が
、
中

間
所
得
層
の
被
保
険
者
に
配

慮
し
た
見
直
し
で
あ
り
、
社

会
に
お
い
て
公
平
な
改
正
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に

賛
成
す
る
。

議 員 研 修 報 告議員定数等検討特別委員会報告
　
5
月
30
日
、
自
治
体
議
会
研
究
所
特
別
セ
ミ
ナ
ー
が

藤
枝
市
で
開
か
れ
、
当
町
の
議
員
７
名
の
ほ
か
、
袋
井

市
・
焼
津
市
・
吉
田
町
な
ど
か
ら
総
勢
27
名
の
議
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
議
員
の
資
質
向
上
と
議
会
運
営
の
基

本
」、 

講
師
は
自
治
体
議
会
研
究

所
代
表
の
高
沖
秀
宣
氏
で
し
た
。

　
『
議
会
は
住
民
を
代
表
す
る

機
関
で
あ
り
、
い
か
に
民
意
を

反
映
で
き
る
か
が
大
き
な
課
題
。

政
策
機
能
も
担
っ
て
い
る
が
、

発
揮
さ
れ
て
い
な
い
。
議
会
と

し
て
力
を
つ
け
る
こ
と
が
大

事
。』
と
い
っ
た
内
容
で
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
研
修
で
し
た
。

　
4
月
22
日
、
第
４
回
特
別
委
員
会
を
開
催
、
今
後
の

上
程
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
議
員
の
適
正
数
、
課
題

等
に
つ
い
て
審
議
し
、
各
委
員
が
町
民
か
ら
ご
意
見
を

聞
き
取
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
5
月
24
日
、
第
５
回
特
別
委
員
会
を
開
催
、
各
委
員

か
ら
聞
き
取
り
調
査
の
中

間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
議
員
定
数

を
変
更
し
た
河
津
町
・
松

崎
町
各
議
会
を
訪
問
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
７
月
12

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
の
結
果
は
、

次
号
で
報
告
い
た
し
ま
す
。
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町の未来を作る
『第２次町総合計画』令和４年度から令和８年度後期基本計画
　町総合計画は、町の目指す将来像『水と森の番人が創る癒しの里　川根本町～豊かな自然、お茶
と温泉に彩られた、だれもが安心して暮らせるふるさと～』の実現を目指し、2007年３月に第１
次計画、2017年３月に第２次計画が策定されました。2022年３月に前期計画が満了となり、 
４月からの５年間の後期基本計画が策定されました。

　
こ
の
計
画
は
、
町
行
政
全

般
の
重
要
な
指
針
と
な
る
も

の
で
、
基
本
構
想
・
基
本
計

画
・
実
施
計
画
か
ら
成
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
１
月
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
意
識
調
査
か

ら
始
ま
り
、
町
職
員
に
よ
る

検
討
、
総
合
計
画
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
重
ね
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昨
年
12
月
か
ら

静
岡
産
業
大
学
黒
田
宏
治
名

誉
教
授
を
座
長
に
、
町
内
各

会
代
表
13
名
の
、
町
総
合
計

画
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
進
捗
状
況
、
新
課

題
把
握
と
整
理
、
社
会
情
勢

等
を
認
識
し
、
検
討
・
見
直

し
た
計
画
案
が
町
長
に
答
申

さ
れ
ま
し
た
。

　
30
日
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
へ
て
６
月
議
会
に

上
程
、
町
議
会
総
合
計
画
基

本
構
想
特
別
委
員
会
に
付
託
、

検
討
可
決
さ
れ
て
議
会
に
報

告
、
議
会
と
し
て
決
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
総
合
計
画
は
、
資
料
編
含

め
全
153
ペ
ー
ジ
、
計
画
は
大

き
く
二
本
の
柱
が
あ
り
、
第

一
に
、「
町
の
強
み
を
活
か

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

お
茶
・
温
泉
・
自
然
を
上
げ
、

計
画
策
定
ま
で
の
経
過

計
画
の
中
身
は

議
会
の
『
町
総
合
計
画
基
本
構
想
特
別

委
員
会
』
検
討
の
報
告

豊
か
な
自
然
環
境
と
、
温
泉
、

こ
れ
に
囲
ま
れ
た
川
根
茶
の

魅
力
を
活
用
し
新
た
な
強
み

と
し
て
再
構
築
し
て
い
く
と

し
て
い
ま
す
。
第
二
の
柱
は
、

「
人
口
減
少
克
服
を
目
指
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

「
仕
事
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

仕
事
の
創
出
で
町
内
で
暮
ら

し
働
け
る
よ
う
に
す
る
。

「
人
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

個
に
応
じ
た
教
育
、
住
み
続

け
た
い
住
ん
で
み
た
い
町
づ

く
り
、
広
域
的
観
光
旅
行
の

展
開
を
す
る
。「
町
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
は
、
安
定
し
た

家
庭
生
活
維
持
の
で
き
る
環

境
整
備
、
健
康
・
安
心
・
便

利
に
暮
ら
せ
る
地
域
環
境
を

整
備
す
る
。
と
い
う
方
向
を

上
げ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
行
政
は
、
様
々
な
事
業

を
計
画
、
実
施
し
て
い
く
事

に
な
り
ま
す
。

　
計
画
の
検
証
は
、
静
岡
大

学
小
泉
祐
一
郎
教
授
ほ
か
、

町
内
よ
り
12
人
で
検
証
委
員

会
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
６
月
議
会
で
付
託
さ
れ
た

委
員
会
（
委
員
長
澤
西
議
員
、

副
委
員
長
石
山
議
員
）
で
検

討
さ
れ
た
質
疑
応
答
の
一
部

を
挙
げ
ま
す
と
、

質
問
『
水
問
題
、
リ
ニ
ア
関

係
は
ど
う
考
え
る
か
。』

答
弁
『
自
然
・
環
境
・
伝
統

分
野
で
対
応
、
各
課
連
携
の

取
り
組
み
と
し
て
い
る
。』

質
問
『
審
議
会
で
は
、
各
代

表
か
ら
各
団
体
と
し
て
の
意

見
が
出
さ
れ
た
と
考
え
る
か
。』

答
弁
『
各
団
体
の
意
見
を
踏

ま
え
て
の
発
言
と
感
じ
て
い

る
。』
等
多
く
の
質
疑
応
答

が
あ
り
、
討
論
に
移
り
、

『
具
体
的
内
容
が
示
さ
れ
て

い
な
い
の
で
反
対
す
る
。』

『
詳
細
計
画
は
別
で
定
め
る

と
の
説
明
な
の
で
賛
成
す

る
。』
の
発
言
が
あ
り
、
採

決
し
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

0 20 40 60 80 100（％）

満足・やや満足 どちらでもない 不満・やや不満 無回答

町施策の満足度（アンケートより）
満足度（n=491）

学校教育
産業人材育成
保健医療
高齢者福祉
行財政
農林業
商工業
観光業

30.0 39.1 17.9 13.0
8.1 48.5 31.2 12.2

44.8 28.1 20.1 6.9
40.9 41.5 8.1 9.4

17.4 53.6 17.1 12.0
6.3 52.5 27.7 13.4
7.7 49.7 29.5 13.0
11.6 53.2 22.2 13.0
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質
問
…
町
長
、
副
町
長
、
教

育
長
が
考
え
る
「
よ
い
町
」

「
素
敵
な
町
」
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
。

町
長
…
町
民
が
安
心
安
全
に

暮
ら
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
し
、
行
動
で
き
る
こ
と
。

そ
し
て
行
政
が
そ
れ
に
応
え

ら
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
。

副
町
長
…
生
活
す
る
人
、
来

訪
す
る
人
が
笑
顔
で
い
る
町
。

教
育
長
…
受
け
継
が
れ
て
き

た
地
域
社
会
の
絆
を
大
切
に
、

世
代
を
超
え
て
豊
か
に
関
わ

り
合
い
、
安
心
し
て
自
分
ら

し
さ
を
発
揮
し
な
が
ら
自
己

実
現
を
果
た
し
、
日
々
成
長

し
て
い
け
る
町
。

◎
今
回
の
発
言
と
い
う
の
は
、

今
後
の
大
切
な
判
断
基
準
に

な
る
と
思
う
。
各
皆
さ
ん
の

思
う
「
よ
い
町
」
と
い
う
も

の
の
共
通
項
を
見
つ
け
な
が

ら
進
め
て
い
け
れ
ば
、
ど
ん

ど
ん
よ
く
な
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
の
考
え
る
「
よ
い
町
」
と

は
、
そ
の
町
を
な
ん
と
な
く

気
に
入
っ
て
住
ん
で
い
る
人

が
た
く
さ
ん
い
る
町
で
あ
る
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の

「
よ
い
町
」
を
改
め
て
考
え

て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
…
３
月
定
例
会
以
降
、

公
式
の
情
報
が
な
い
状
況
に
、

心
配
や
不
安
の
声
が
多
い
。

現
時
点
で
の
進
捗
と
今
後
の

日
程
を
伺
い
た
い
。

町
長
…
早
急
な
対
応
が
必
要

と
考
え
、
学
校
や
関
係
者
を

含
め
、
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
改
修
箇
所
や

工
事
内
容
を
見
直
し
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
計
画
に
取
り
ま
と

め
、
再
設
計
業
務
委
託
料
を

直
近
の
議
会
に
諮
る
予
定
で

あ
る
。

学
校
再
編
計
画
の
停
止
が
与

え
た
影
響
で
教
育
活
動
の
調

整
に
苦
労
を
か
け
て
い
る
の

で
、
慎
重
で
あ
る
と
と
も
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
で

き
る
だ
け
早
い
段
階
で
の
町

民
へ
の
説
明
会
、
関
連
す
る

予
算
の
計
上
、
必
要
と
な
る

条
例
改
正
な
ど
、
関
係
者
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
く
。

◎
具
体
的
な
話
は
未
だ
な

か
っ
た
が
、
関
係
す
る
方
々

が
一
体
と
な
っ
て
よ
り
よ
い

計
画
を
立
て
て
い
く
と
い
う

話
が
う
か
が
え
た
の
で
、
そ

の
よ
う
に
町
民
の
方
々
へ
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

質
問

町
長
、
教
育
長
が
考
え
る
「
よ
い
町
」
と
は
。

答
え

町
民
と
行
政
が
積
極
的
に
関
わ
り
合
え
る
町
。

質
問

現
時
点
で
の
学
校
再
編
の
進
捗
と
今
後
の
日
程
は
。

答
え

早
期
に
対
応
を
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

佐
さ
々
さ
木
き
直
なお
也
や
 議員 それぞれの考える「よい町」をみんなで作ろう！

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです。 7
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質
問
…
水
道
管
路
の
布
設
替

え
工
事
で
の
多
額
の
費
用
は

水
道
料
金
だ
け
で
は
厳
し
い

の
で
は
な
い
か
。

町
長
…
水
道
料
金
だ
け
で
は

な
く
起
債
を
活
用
す
る
な
ど
、

計
画
的
に
事
業
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

質
問
…
簡
易
水
道
施
設
の
利

活
用
で
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電

事
業
の
促
進
は
電
気
代
の
支

援
と
な
る
の
で
は
。　
　
　

く
ら
し
環
境
課
長
…
三
施
設

が
実
施
可
能
だ
が
、
一
定
の

水
量
が
安
定
し
て
い
な
い
な

ど
の
要
因
も
あ
り
、
十
分
な

検
討
の
中
で
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

質
問
…
町
内
の
砂
防
堰
堤
の

利
活
用
は
少
額
投
資
で
マ
イ

ク
ロ
水
力
発
電
事
業
を
促
進

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

方
向
性
と
し
て
は
公
設
民
営

と
す
れ
ば
、
地
区
の
財
産
と

も
な
り
、
地
区
の
活
性
化
や

維
持
に
も
寄
与
す
る
の
で
は

な
い
か
。

町
長
…
大
雨
が
降
れ
ば
沢
は

濁
流
と
な
り
目
詰
ま
り
の
恐

れ
も
あ
る
、
導
入
に
お
い
て

は
十
分
な
基
礎
調
査
と
メ

リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問
…
資
料
館
や
ま
び
こ
の

入
館
者
数
を
増
加
さ
せ
る
に

は
。

町
長
…
資
料
館
や
ま
び
こ
の

強
み
を
生
か
し
、
今
年
度
、

接
岨
地
域
に
お
い
て
観
光
誘

客
事
業
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

質
問
…
奥
大
井
湖
上
駅
や
接

岨
峡
温
泉
会
館
に
訪
れ
る
、

多
数
の
滞
在
的
な
観
光
客
を

取
り
込
む
の
は
可
能
で
は
。

社
会
教
育
課
長
…
民
俗
学
や

昆
虫
な
ど
の
分
野
を
学
ぶ
大

学
等
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を
入

れ
、
玄
関
付
近
に
置
く
大
型

モ
ニ
タ
ー
を
活
用
し
情
報
発

信
を
す
る
他
、
資
料
館
や
ま

び
こ
開
館
30
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
、
観

光
客
に
対
し
て
も
仕
掛
け
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
資
料
館
や
ま
び
こ
に

は
外
か
ら
見
た
イ
ン
パ
ク
ト

が
絶
対
的
に
不
足
し
て
お
り
、

何
か
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い

る
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
仕

掛
け
が
必
要
で
は
な
い
か
。

観
光
商
工
課
長
…
誘
客
す
る

た
め
に
は
、
や
は
り
外
か
ら

見
た
イ
ン
パ
ク
ト
、
玄
関
口

で
の
興
味
を
引
く
よ
う
な
看

板
等
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問

水
道
事
業
は
水
道
料
金
だ
け
で
は
厳
し
い
の
で
は

答
え

水
道
料
金
の
見
直
し
は
今
後
も
必
要
と
考
え
る

質
問

資
料
館
や
ま
び
こ
の
入
館
者
数
を
増
加
さ
せ
る
に
は

答
え

接
岨
地
域
全
体
を
観
光
誘
客
事
業
で
活
性
化
し
た
い

資料館やまびこ

澤
さわ
西
にし
　省
しょう
司
じ
 議員

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです。8
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質
問
…
帯
状
疱
疹
の
予
防
接

種
を
希
望
す
る
人
た
ち
に
対

し
、
発
症
の
予
防
等
の
観
点

か
ら
、
公
費
負
担
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

町
長
…
費
用
の
一
部
助
成
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
現

状
に
お
い
て
は
予
定
し
て
い

な
い
が
、
関
係
者
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
、
希
望
者
へ
の

一
部
助
成
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
…
国
の
子
宮
頸
が
ん
予

防
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的

勧
奨
を
再
開
し
た
こ
と
を
受

け
て
の
町
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
課
長
…
今
年
度
対

象
と
な
る
中
学
1
年
生~

高

校
1
年
生
の
女
子
62
名
に
対

し
、
勧
奨
通
知
等
を
送
付
し
、

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
リ
ス

ク
等
を
十
分
理
解
し
、
接
種

を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
対

応
し
た
。

質
問
…
接
種
機
会
を
逃
し
た

人
へ
の
追
加
接
種
制
度
の
導

入
を
図
る
考
え
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
課
長
…
国
か
ら
の

通
知
を
受
け
、
対
象
者
129
名

に
勧
奨
通
知
等
を
送
付
し
、

接
種
を
奨
励
し
た
。
接
種
費

用
に
つ
い
て
は
、
今
後
補
正

予
算
等
で
対
応
し
て
い
き
た

い
。

質
問
…
休
日
に
お
け
る
部
活

動
へ
の
生
徒
の
送
迎
を
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長
…
通
常
の
部
活
動
の

練
習
に
伴
う
移
動
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
の
責
任
で
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

質
問
…
部
活
動
の
地
域
移
行

に
対
す
る
町
の
考
え
、
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
を
活
用
し
た
学
校
と

地
域
と
の
協
議
の
中
で
、
今

後
の
部
活
の
地
域
移
行
や
指

導
者
の
確
保
・
育
成
等
を
含

め
た
地
域
に
お
け
る
部
活
動

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
併
せ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
地
域
移
行
を
行
う
場

合
、
指
導
者
の
確
保
、
育
成

を
ど
の
よ
う
に
行
う
考
え
で

あ
る
か
伺
う
。

教
育
長
…
ど
ん
な
受
皿
と
な

る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
あ
る
か

と
い
う
こ
と
も
、
き
ち
ん
と

検
討
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
中
で
、
今

後
の
活
動
の
あ
り
方
、
指
導

者
の
確
保
等
を
協
議
し
て
い

き
た
い
。

質
問

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
へ
の
公
費
（
一
部
）
負
担
を

答
え

希
望
者
へ
の
一
部
助
成
を
検
討
し
て
い
き
た
い

質
問

合
同
練
習
へ
の
生
徒
の
送
迎
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

答
え

合
同
練
習
へ
の
生
徒
の
送
迎
は
、
保
護
者
の
責
任
で

中
なか
澤
ざわ
　莊
そう
也
や
 議員

部 活！!

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです。 9
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質
問
…
リ
ニ
ア
問
題
は
、
岸

田
総
理
の
、
リ
ニ
ア
実
験
場

で
の
発
言
な
ど
、
動
き
が
出

て
き
た
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長
…
県
を
筆
頭
に
、
８
市

２
町
連
携
し
て
進
め
た
い
。

質
問
…
川
の
環
境
が
重
要
で
、

水
の
番
人
と
し
て
独
自
の
水

質
検
査
を
し
、
結
果
を
積
上

げ
る
べ
き
。
ま
た
、
長
島
ダ

ム
下
流
の
濁
水
解
消
は
。

く
ら
し
環
境
課
長
…
県
・
島

田
市
が
川
の
水
質
検
査
実
施

中
で
連
携
し
て
水
質
の
変
化

を
見
守
る
。
濁
水
は
、
県
・

ダ
ム
側
に
要
望
し
、
ダ
ム
下

流
の
水
質
保
全
維
持
の
た
め
、

選
択
取
水
設
備
に
よ
り
放
流

実
施
中
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
…
リ
ニ
ア
の
動
き
の
中

で
、
町
は
閑
蔵
線
を
開
け
、

井
川
か
ら
山
梨
に
抜
け
る
夢

の
中
部
縦
貫
道
路
の
要
望
を

す
る
時
で
は
な
い
か
。

町
長
…
閑
蔵
線
を
開
け
た
い

思
い
は
同
じ
で
あ
る
。

質
問
…
環
境
重
視
の
観
点
か

ら
、
リ
ニ
ア
の
危
険
な
残
土

処
理
は
、
大
井
川
鐵
道
で
搬

出
す
る
提
案
が
あ
る
が
。

町
長
…
今
後
話
し
て
い
き
た

い
。

（
ほ
か
関
連
し
た
質
問
21
問
）

質
問
…
移
住
定
住
策
の
目
標

と
実
績
、
費
用
対
効
果
を
ど

う
見
る
か
。

町
長
…
目
標
は
、
年
５
件
。

企
画
課
長
…
令
和
３
年
予
算

で
移
住
関
連
２
事
業
で
、
１
，

１
８
６
万
円
で
、
移
住
が
21

件
、
Ｕ
タ
ー
ン
19
件
で
あ
る
。

質
問
…
町
出
身
、
縁
者
の
Ｕ

タ
ー
ン
に
は
、
格
段
の
手
厚

い
助
成
を
す
べ
き
で
は
。

町
長
…
費
用
対
効
果
と
言
う

と
色
々
あ
る
が
、
私
の
方
針

で
あ
り
確し

っ
かり
取
り
組
み
た
い
。

企
画
課
長
…
Ｕ
タ
ー
ン
移
住

も
現
制
度
を
検
証
し
、
効
果

的
補
助
金
も
検
討
す
る
。

質
問
…
茶
が
基
幹
産
業
な
ら

廃
業
要
因
に
も
な
る
機
械
修

理
費
助
成
を
す
べ
き
で
は
。

町
長
…
制
度
設
計
も
考
え
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
町
の
高
齢
者
が
五
割

を
超
え
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

は
速
度
制
限
50
㌔
は
危
険
、

40
㌔
に
戻
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長
…
令
和
２
年
島
田

警
察
署
交
通
規
制
審
議
会
で
、

川
口
信
号
か
ら
千
頭
間
を
50

㌔
に
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

関
係
会
議
等
で
、
そ
う
し
た

意
見
を
伝
え
た
い
。

（
ほ
か
関
連
し
た
質
問
23
問
）

質
問

リ
ニ
ア
の
動
向
、
水
の
番
人
、
環
境
監
視
ど
う
す
る

答
え

県
を
筆
頭
に
、
８
市
２
町
連
携
で
進
め
て
い
く

質
問

移
住
策
の
目
標
実
績
は
。
茶
機
械
修
理
費
の
助
成
を
。

答
え

移
住
、
年
５
件
を
目
標
。
修
理
費
前
向
き
に
考
え
る
。

石
いし
山
やま
貴
き
美
み
夫
お
 議員

製茶工場の持続で放任茶園も増やさない…

リニアの工事で、貴重な自然環境が破壊されないか…

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです。10
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質
問
…
当
町
の
高
齢
化
率
は

50
．９
％
と
な
り
過
半
数
を

超
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
で
は
、

65
歳
以
上
３
人
に
１
人
、
75

歳
以
上
で
は
７
割
以
上
に
加

齢
性
難
聴
が
み
ら
れ
る
と
報

告
有
り
、
当
町
に
当
て
は
め

る
と
65
歳
以
上
の
人
口
は
、

３
，１
２
９
人
で
、
そ
の
３

分
の
１
だ
と
す
る
と
１
，０

０
０
人
程
度
は
い
る
と
想
定

さ
れ
る
。
補
聴
器
購
入
の
補

助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、

昨
年
12
月
の
一
般
質
問
で
検

討
す
る
と
い
う
答
弁
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
検

討
を
し
た
の
か
。

高
齢
者
福
祉
課
長
…
補
助
制

度
を
作
る
に
あ
た
っ
て
困
っ

て
い
る
方
、
必
要
と
し
て
い

る
人
が
、
ど
れ
く
ら
い
あ
る

か
把
握
し
た
上
で
、
必
要
性
、

費
用
対
効
果
そ
れ
を
公
で
す

べ
き
か
否
か
も
含
め
、
検
討

し
て
い
る
。

質
問
…
職
場
健
診
で
や
っ
て

い
る
オ
ー
ジ
オ
メ
ー
タ
ー
検

査
を
、
特
定
健
診
に
取
り
入

れ
振
り
分
け
し
た
ら
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長
…
委
託
し
て

い
る
榛
原
医
師
会
と
厚
生
病

院
に
対
応
で
き
る
か
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
。

質
問
…
急
激
な
物
価
高
騰
で
、

子
育
て
家
庭
に
重
い
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
学
校
給
食
費

の
未
払
い
は
な
い
か
。

町
長
…
当
町
の
学
校
給
食
事

業
に
お
い
て
も
影
響
は
少
な

く
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
総
務
課
長
…
令
和
３
年

度
の
未
払
い
は
な
い
。

質
問
…
育
ち
盛
り
の
子
供
た

ち
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
栄

養
た
っ
ぷ
り
の
給
食
を
と
る
こ

と
こ
そ
憲
法
26
条
の
定
め
ら

れ
て
い
る
義
務
教
育
の
原
則

を
具
体
化
す
る
も
の
で
は
な

い
か
。
人
口
減
少
を
食
い
止
め
、

子
育
て
支
援
と
し
て
も
給
食

費
を
無
償
化
す
る
考
え
は
な

い
か
。
子
供
の
数
が
少
な
い
か

ら
こ
そ
で
き
る
町
長
が
言
わ

れ
る
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
」
な
の
で
は
な
い
か
。

町
長
…
町
づ
く
り
に
お
い
て

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
大
切
で
あ
る
。
今
確
か

に
こ
の
町
は
子
供
た
ち
も
少

な
く
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
状

況
の
な
か
で
財
源
確
保
を
す

れ
ば
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
け
る
。
限
り
あ

る
財
源
を
ど
こ
に
ど
の
よ
う

に
使
う
か
慎
重
に
検
討
し
た

い
。

質
問

補
聴
器
購
入
時
の
補
助
制
度
を
求
め
る
。

答
え

必
要
な
人
数
を
把
握
し
、
公
で
す
べ
き
か
検
討
す
る
。

質
問

学
校
給
食
の
無
償
化
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
え

限
り
あ
る
財
源
を
ど
う
使
う
か
慎
重
に
検
討
す
る
。

大
おお
竹
たけ
　勝
かつ
子
こ
 議員

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです。 11
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質
問
…
生
産
資
材
、
特
に
肥

料
価
格
高
騰
は
も
ち
ろ
ん
、

肥
料
供
給
不
足
が
現
実
味
を

お
び
て
き
た
。
川
根
茶
存
続

の
た
め
の
緊
急
対
策
を
講
じ

る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

町
長
…
世
界
情
勢
の
不
安
定

に
起
因
す
る
農
業
資
材
の
調

達
不
安
に
関
し
て
は
、
地
域

や
自
治
体
に
お
い
て
対
応
に

難
し
い
も
の
が
あ
る
。
農
協

中
央
会
に
お
い
て
は
、
原
材

料
調
達
及
び
代
替
品
調
達
の

対
応
は
お
お
む
ね
出
来
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
後

状
況
変
化
す
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
の
で
、
資
材
等
の
高

騰
対
策
を
含
め
た
何
ら
か
の

農
家
支
援
を
講
ず
る
よ
う
考

え
て
い
る
。

質
問
…
本
来
は
来
年
の
事
業

要
望
書
は
11
月
末
ご
ろ
提
出

だ
が
、
６
月
補
正
で
は
箇
所

付
け
な
し
と
も
考
え
ら
れ
る

自
力
作
業
道
開
設
補
助
金
の

予
算
計
上
は
、
農
家
の
た
め

の
緊
急
救
済
要
素
を
含
め
た

の
か
を
伺
う
。

農
林
課
長
…
町
補
助
金
は
農

林
業
に
か
か
わ
ら
ず
計
画
性

を
重
要
視
す
る
こ
と
が
原
則
。

た
だ
茶
畑
の
場
合
、
収
穫
が

年
に
数
回
で
、
そ
の
狭
間
で
、

農
家
は
施
業
計
画
を
検
討
す

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
前
年

度
に
要
望
し
て
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
即
時
的
対
応
を

し
て
い
っ
た
方
が
農
地
の
流

動
化
、
耕
作
放
棄
地
の
防
止

等
に
つ
な
が
る
と
い
う
判
断

か
ら
で
あ
る
。
生
産
者
は
、

限
ら
れ
た
人
に
絞
ら
れ
て
き

て
お
り
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
地
を

集
約
化
し
て
い
く
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
を
踏
ま
え
た

対
応
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

質
問
…
危
機
的
状
況
の
中
で

あ
っ
て
も
、
来
年
に
向
か
っ

て
一
人
で
も
離
農
を
思
い
と

ど
め
る
た
め
に
、
町
全
体
で

農
業
者
に
限
ら
ず
知
恵
を
出

し
合
い
共
有
し
何
よ
り
も
故

郷
の
環
境
を
守
り
、
後
世
に

残
す
こ
と
を
考
え
た
い
。
農

家
の
生
計
が
成
り
立
つ
に
は

販
売
出
口
対
策
が
重
要
と
な

る
。
茶
の
販
売
に
対
し
て
町

の
抱
負
等
お
聞
き
す
る
。

町
長
…
販
売
に
つ
い
て
は
観

光
商
工
課
と
農
林
課
が
連
携

し
て
支
援
を
し
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。
新
し
い
商

品
の
販
売
取
り
組
み
等
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に

川
根
茶
を
押
し
上
げ
て
い
く

つ
も
り
で
い
る
。

他　
「
会
議
用
及
び
情
報
発

信
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
整
備

費
」

「
小
中
学
校
の
給
食
費
に
つ

い
て
」
２
件

質
問

生
産
資
材
・
肥
料
価
格
高
騰
へ
の
対
策
を
再
度
聞
く

答
え

何
ら
か
の
農
家
支
援
対
策
を
講
ず
る
考
え
で
い
る
。

茶作業ただいま奮闘中！

野
の
口
ぐち
　直
なお
次
じ
 議員

※掲載記事は発言議員の寄稿によるものです。12
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議会の
うごき

４
月

３
日　

消
防
団
辞
令
交
付
式

　
　
　

広
報
委
員
会

４
日　

郡
監
査
委
員
協
議
会
監
査

　
　
　

�

五
市
二
町
議
長
連
絡
協
議

会
監
査

５
日　

�

川
根
高
校
入
学
式
、
川
高

部
活
動
後
援
会
理
事
会

６
日　

広
報
委
員
会

12
日　

�

寸
又
峡
美
女
づ
く
り
の
湯

協
同
組
合
通
常
総
会

　
　
　

中
川
根
氏
子
会
通
常
総
会

　
　
　

生
涯
学
習
推
進
本
部
会
議

15
日　

広
報
委
員
会

　
　
　

第
16
回
茶
振
興
献
茶
式

16
日　

文
化
協
会
通
常
総
会

22
日　

�

議
運
、
全
協
、
議
員
定
数

等
検
討
特
別
委
員
会

25
日　

広
報
委
員
会

26
日　

�

例
月
出
納
検
査
、
ま
ち
づ

く
り
観
光
協
会
総
会
、
商

工
会
総
会

28
日　

川
高
部
活
動
後
援
会
総
会

５
月

２
日　

茶
工
場
激
励
訪
問

16
日　

�

島
田
警
察
署
管
内
防
犯
協

会
監
査

17
日　

財
政
援
助
団
体
監
査

16
日　

町
総
合
計
画
審
議
会

24
日　

�

第
2
回
臨
時
会
・
議
運
・
全

協
・
定
数
等
検
討
特
別
委

員
会

26
日　

例
月
出
納
検
査

27
日　

社
会
教
育
委
員
会

28
日　

三
町
議
長
打
合
せ

30
日　

全
国
議
長
会
研
修
会

　
　
　

議
員
研
修
（
藤
枝
市
）

31
日　

地
議
連
総
会
・
研
修
会

６
月

２
日　

定
例
会
・
議
運
・
全
協

３
日　

県
町
村
議
長
会
総
会

４
日　

川
高
南
麓
祭

７
日　

南
ア
・
自
然
環
境
保
全

　
　
　

活
用
連
携
協
議
会
総
会

10
日　

定
例
会
・
議
運
・
全
協

　
　
　

広
報
委
員
会

12
日　

�

志
太
広
域
組
合
設
立

　
　
　

50
周
年
記
念
式
典

21
日　

6
月
定
例
会
・
全
協

29
日　

�

月
例
出
納
検
査
、
県
・
浙

江
省
友
好
40
周
年
書
道
交

流
展
開
幕
式

ご意見・ご感想をお寄せください。
　議会だよりに、読者の声を載せていきたいと考えて
います。「かわねほんちょう議会だより」の中で気に
なる記事や、議会に関することなど、町民の方からの
声をお待ちしています。ご協力をおねがいします。
� 募集期間：随時

◎補正予算等で追加・延長される事あり。

（石山議員一般質問より）

区間 台数 往復 期間

千頭－石風呂 35台 ６ ７月末
町内－島田市 60台 ５ 11月末
長島ダム－犬間  5台 15 10月末
長島ダム－身成 15台 ４ 11月末

堆積土砂搬出
� 町内のダンプ走行状況

９ 月 １ 日 ㈭（ ９時～議場）定例会本会議

９月１３日 ㈫（ ９時～議場）定例会本会議

９月２７日 ㈫（ ９時～議場）定例会本会議

◆９月議会定例会の日程◆

○議場・大会議室は、役場本庁３階です。
○�日程は変更することもありますので、詳しくは議会
事務局（５６－２２２９）まで、お問い合わせくだ
さい。
○�コロナ対策として、議場内の傍聴人数を、縮小して
おりますので、ご了承願います。

議会はどなたでも傍聴できます。

連絡先　ＴＥＬ　0547－56－2229
　　　　ＦＡＸ　0547－56－2235
Mail：gikai@town.kawanehon.lg.jp
　　　（川根本町議会事務局）
郵送：〒428-0313
　　　静岡県榛原郡川根本町上長尾627
　　　議会事務局内　広報委員会宛
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議会だより６６号記事訂正とお詫び
　４、５ページ上段、令和４年度一般会計・特別会計
予算総額５６億5,000万円は、一般会計のみで特別会計
と合わせて予算総額8２億9,120万円になります。７
ページ上段、３月定例会賛否が分かれた議案の表に
「議案第７号　川根本町職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例について」「大竹議員は反対、他の
議員は賛成」の欄が漏れていました。表の下の議案２６
件は、議案２５件の誤りです。訂正してお詫び致します。

　川根本町の住民が幸福に暮らしていくために、水
道料金を安くすることや、他にも様々な川根本町の
住民が幸福に暮らすための工夫がどのようなものか
知ることができました。

　議会では、私たちがより良く生活できるように、
様々な人たちが自分のことだけでなく住民のことを
考えて話し合いをしたり、自分の疑問を解決できる
まで質問したりしていた。また、解決を目指す時
に、自分の意見をはっきり言って話し合いをしてい
てすごいと思ったし、そういう話し合いを自分たち
もできるようにしたいと思った。

　実際どのような流れで話合いをしているのかわか
らなかったけれど、聞いていて流れを理解できた
し、意見をいったらそれに対して意見を伝え合って
いたから両方の意見がわかりました。その話し方
を、学校の行事等の話合いの中で意識していきたい
と思いました。さらに、より良い町にしていくため
に話合いをしてくださり、過ごしやすくするために
考えてくれているので、幸せだと感じました。

　たくさんの方々が自分たちの町をよくするために
考えてくださったり、話し合ってくださったりして
いたから私たちは幸せだと思いました。議会の方々
の良い町はどのような町なのか、自分が思う町と
違ったり、同じだったり、知ることができました。

　自分たち住民のことを考え、いろんなことを考え
て「こうしたら人が増えて税金が増える、そして私
たちの暮らしが楽になると常に住民のことを考えて
話をしている。常に住民の幸せを思って話をしてく
れていて、本当に住民を大事にしている」と思った。

　議会を見学して、質問に対する自分の考えを言
い、課題を解決していくことや、意見を交換し合
い、代表の人がすべてを決めるのではなく、様々な
人が協力する大切さを感じた。また、授業で気に
なっていた疑問が解消できたり、議会の仕組みや話
合いの進め方を理解することができた。今回学んだ
仕組みや決め方をこれからの授業などで活用した
り、将来このような仕事についたらこの経験を活か
したりしたい。

　議会では、「質問⇒答える⇒再質問⇒答える」の
ような流れで会議をしていたことや、何回も質問し
て町のためにどう考えているのかがわかりました。
自分のためだけでなく、住民が住みやすい町をつく
るために話し合い、住民のことを真剣に考えてくれ
ているのだと思いました。議会を見学したことを参
考にしてみんなが意見をいい、わからないことを
しっかり言い合えるような話し合いがしたいです。

　議会の話し合いを見て私は、一番に町民のことを
考えて、観光客のことや水道水のことについてなど
話合いをしてくださっており、幸せだと思いまし
た。ありがとうございます。

６月議会定例会最終日、中川根南
部小の６年生８人が傍聴されまし
た。感想文を寄せていただきまし
たので、抜粋して掲載いたします。

中川根南部小の６年生

� 議会を傍聴

◎元気な６年生です 議会の感想（６月２１日の議会傍聴）
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